
第
百
十
三
號

第
十
巻

第
入
門

67ユ

睨
衛
の
畿
生
に
關
す
る
問
題

｝、

?
術
儀
禮
論
の
獲
展

宇
　
野

圓
　
空

　
往
年
本
誌
上
で
私
が
呪
術
に
於
け
る
合
理
性
に
つ
い
て
論
じ
た
の
は
、
今
か
ら
五
年
ば
か
り
前

に
な
る
が
、
そ
れ
は
未
開
人
に
も
自
然
的
因
果
の
野
饗
ご
超
自
然
的
な
因
果
ご
が
あ
っ
て
、
呪
衛
や

宗
敏
は
後
者
を
基
礎
こ
す
る
も
の
で
あ
る
ε
い
ふ
の
が
主
な
る
論
旨
で
み
つ
た
。
ご
こ
ろ
で
こ

れ
は
原
始
的
な
呪
術
の
心
理
學
的
性
質
の
輝
国
を
指
摘
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
圭
こ
し

て
そ
の
意
識
野
態
や
窺
念
内
容
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
呪
術
畢
生
の
問
題
ご
し
て
考
察

す
る
な
ら
ば
、
自
【
ら
そ
の
立
…
場
が
鍵
っ
て
為
る
○
脚
ち
こ
の
場
合
に
は
む
し
ろ
呪
術
の
行
爲
形
式

ご
そ
の
非
論
理
的
な
方
面
を
顧
み
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
ま
た
所
謂
原
始
人
の
二
分
主
義
的
世
界
窺

　
　
　
呪
循
の
獲
生
に
附
す
る
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
一
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二

も
、
さ
ら
に
そ
の
起
源
に
潮
っ
て
現
存
の
未
開
入
に
於
け
る
そ
れ
ご
大
い
に
趣
を
異
に
す
る
こ
ご

を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
ん
ざ
は
登
生
的
の
見
方
か
ら
し
て
呪
術
を
ご
ん
な
に
取

扱
ふ
べ
き
か
を
考
へ
て
見
よ
う
。

　
マ
レ
ッ
ト
が
難
解
男
○
量
。
お
に
『
呪
丈
よ
り
女
子
へ
』
の
一
論
詰
を
登
表
し
た
の
は
一
九
〇
四
年

で
あ
る
。
　
こ
れ
よ
り
先
き
一
九
〇
〇
年
彼
は
同
誌
に
寄
せ
た
『
プ
レ
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
宗
敷
』
に
於

て
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
成
立
を
考
察
し
て
、
マ
ナ
・
タ
ブ
型
の
乱
軍
的
な
掘
念
又
は
威
情
が
其
根
源
で
あ

る
こ
ご
を
碧
い
把
が
、
前
者
に
至
っ
て
は
更
に
こ
れ
ら
の
呪
術
宗
激
的
観
念
若
く
は
威
情
の
前
に
、

そ
の
行
書
儀
禮
が
成
立
す
る
こ
ご
を
想
定
し
た
○
郎
ち
原
型
的
な
晩
術
讐
α
冨
9
耳
図
鑓
p
σ
q
8
は
威

情
や
意
志
の
衝
動
的
な
表
畠
聯
動
で
あ
っ
て
、
其
客
観
的
投
射
性
℃
δ
“
。
o
瓜
9
①
器
か
ら
目
的
や
敷
果

の
轡
型
が
現
は
れ
、
野
作
的
信
念
ヨ
艶
Φ
ぴ
。
冠
h
が
こ
れ
を
支
持
し
、
そ
れ
か
ら
マ
ナ
等
の
神
秘
力
の
槻

念
が
む
し
ろ
其
数
果
の
説
明
ご
し
て
登
生
す
る
。
フ
レ
ザ
ー
な
ざ
の
い
ふ
や
う
な
呪
術
的
因
果

の
原
理
は
多
く
は
後
か
ら
の
説
明
e
あ
り
、
呪
術
ご
し
て
は
大
営
野
選
ば
本
能
的
な
實
行
が
遙
か

前
に
登
生
し
た
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
ま
た
プ
ロ
イ
ス
は
…
九
〇
四
年
か
ら
璽
年
に
亙
っ
て
O
δ
げ
器
誌
上
に
『
宗
激
ご
藝
術
の
起
源
』

を
書
き
、
マ
レ
ッ
ト
ざ
同
具
な
説
を
一
層
力
強
く
論
じ
た
。
　
プ
ロ
ィ
ス
も
マ
ナ
等
の
所
謂
呪
力
観
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念
は
呪
術
の
越
る
原
画
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
結
果
で
あ
り
概
念
化
で
あ
る
ご
し
、
癒
病
の
呪
術

や
戦
勝
狩
猟
等
に
於
け
る
呪
術
的
な
踊
り
も
、
本
誌
本
能
的
な
手
常
や
衝
動
的
な
表
毘
．
蓮
動
か
ら

起
る
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
尤
も
こ
れ
ら
が
動
物
の
生
活
に
於
け
る
や
う
に
、
軍
に
本
能
の
み
に
導

か
れ
て
る
間
は
、
そ
れ
は
脱
漏
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
自
然
的
な
方
法
ε
費
嵩
せ
し
め
て
、
紳
秘
こ
か

二
宮
然
ご
か
い
ふ
や
う
に
認
め
、
特
別
な
呪
力
の
槻
念
が
加
は
る
の
は
遙
か
後
の
こ
ご
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
蓬
別
を
意
識
し
な
い
で
軍
純
な
勲
績
的
二
男
ざ
し
て
行
っ
て
居
る
時
に
、
既
に
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

脱
術
の
登
生
が
あ
る
。
即
ち
芸
術
の
獲
生
は
呪
術
槻
念
の
成
立
よ
う
前
に
之
を
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
呪
術
の
起
源
こ
し
て
は
呪
術
槻
念
を
豫
賢
し
な
い
武
術
二
二
そ
の
物
の

獲
生
が
重
要
な
問
題
だ
こ
い
ふ
の
が
プ
ロ
イ
ス
の
意
見
で
あ
る
。

　
一
九
〇
六
年
の
》
憎
畠
で
西
門
知
亀
σ
q
四
二
ω
蔑
の
ω
。
湧
終
雪
に
書
い
た
『
膚
然
入
の
宗
激
』
に
於
て
も
、
プ
冒
イ

ス
は
再
び
如
上
の
意
見
を
獲
表
し
、
マ
レ
ッ
ト
の
論
文
を
批
詳
し
て
更
に
之
を
明
確
に
し
や
う
ε

し
た
が
、
其
年
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
も
》
影
δ
℃
o
δ
σ
q
闘
。
馳
し
り
8
鉱
9
象
簿
o
b
ご
円
円
ぼ
。
・
ぴ
壽
。
。
o
鼠
9
｛
回
o
p
響
停
。
》
曾
磐
。
§
o
一
巻

鼠
ω
号
蓉
。
の
座
長
講
演
に
於
て
、
（
註
）
略
同
愚
な
見
方
を
獲
表
し
た
○
帥
ち
ハ
ー
ト
ラ
ン
ー
3
に
取

っ
て
も
脱
術
や
忍
男
の
儀
禮
は
信
念
の
置
生
に
先
立
つ
の
で
あ
っ
て
、
儀
禮
は
黙
秘
力
の
観
念
や

数
果
の
信
念
か
ら
生
す
る
の
で
は
な
く
、
職
争
や
狩
猟
に
際
し
て
の
踊
、
懸
や
怨
の
呪
法
の
発
源
を

　
　
　
脱
繕
の
獲
並
に
臨
す
る
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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四

考
へ
る
ご
、
そ
れ
は
七
型
的
棘
経
営
反
癒
の
衝
動
か
ら
長
窪
的
膚
動
的
に
鵠
元
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
に
俳
ふ
強
い
恩
情
が
さ
ら
に
集
合
的
に
強
め
ら
れ
て
、
そ
の
主
概
的
敷
果
が
や
が
て
客
観
的
数

験
の
信
念
ビ
な
り
、
二
つ
そ
れ
が
繰
返
し
に
よ
っ
て
響
慣
こ
し
て
確
立
す
る
ご
、
こ
れ
に
種
々
の
意

味
ご
説
明
が
加
へ
ら
れ
、
絡
に
淋
二
二
の
観
念
を
も
生
す
る
の
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
こ
の
講
演
ぱ
一
ナ
○
入
年
ナ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
第
三
厨
萬
國
宗
歌
史
大
戸
に
於
け
る
座
長
講
演
亡
合
ぜ
て
「
宗
敏
ミ
呪
衛
の
關
無
し
ミ
題
し
、
そ
の

　
　
著
家
貯
a
碧
島
切
。
瀞
の
○
。
【
一
義
窪
5
子
。
缶
辺
o
d
、
9
菊
魯
阻
9
》
回
b
乙
。
コ
“
お
其
の
巷
首
に
載
出
て
あ
る
。

　
次
で
翌
一
九
〇
七
年
臼
。
ぴ
器
誌
上
に
現
は
れ
だ
ブ
イ
ー
ヤ
カ
ン
｝
の
論
文
『
宗
激
ご
脱
術
の
始

源
』
は
一
展
明
確
に
儀
禮
が
脱
術
酌
二
念
の
前
に
成
立
す
る
所
以
を
説
明
し
た
。
ブ
イ
ー
ヤ
カ

ン
ト
に
よ
る
ご
原
始
の
脱
術
に
は
明
応
な
原
因
結
果
の
槻
念
が
な
く
Y
混
然
的
な
致
果
ご
呪
術
の

働
き
こ
の
謝
立
な
ざ
も
考
へ
ら
れ
て
居
な
い
の
で
、
男
術
は
ま
つ
威
言
行
鴬
》
塗
麻
蜜
巨
巷
σ
q
ご
し

て
起
っ
て
、
後
に
結
果
が
意
識
ざ
れ
、
面
こ
れ
を
目
的
観
念
ご
し
て
行
ふ
や
う
に
な
り
、
や
が
て
類
比

呪
術
》
墨
δ
σ
q
凶
。
碁
各
2
、
が
生
歩
る
の
で
あ
る
。

　
此
黙
は
キ
ン
グ
の
『
宗
激
の
狡
達
』
一
九
「
○
年
に
至
っ
て
唄
層
明
瞭
に
且
つ
詳
細
に
説
明
さ

れ
た
。
キ
ン
グ
は
呪
術
や
蔵
敷
の
幽
幽
を
そ
の
観
念
的
基
礎
に
求
め
な
い
で
、
ま
つ
其
儀
禮
の
成

立
に
あ
乃
こ
ご
を
心
張
し
、
此
等
の
無
点
は
最
初
は
多
く
考
へ
ら
れ
る
や
う
な
目
的
行
儒
で
は
璽
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一
、
優
値
的
態
度
こ
し
て
現
は
れ
、
主
ご
し
て
實
際
的
活
動
で
な
い
威
情
醜
な
臓
俘
活
動
§
。
・
し
・
8
・

〔
窪
く
曙
が
、
習
慣
ご
惰
性
に
よ
っ
て
魁
露
寒
償
値
ざ
な
り
、
や
が
て
紳
秘
的
な
カ
の
概
念
な
ご
が
説

明
的
に
こ
れ
に
付
煎
は
る
｝
と
を
説
明
し
た
。
キ
ン
グ
が
之
を
以
て
輩
に
軽
質
の
登
生
ば
か
り
で

な
く
、
特
に
宗
激
儀
禮
の
意
義
を
明
か
に
し
得
る
も
の
こ
し
、
そ
こ
に
大
に
肚
會
學
的
な
考
察
を
加

へ
た
こ
ご
は
、
こ
，
の
學
説
の
登
展
に
多
少
新
な
基
礎
を
與
へ
た
も
の
ε
云
ひ
得
る
が
、
同
年
マ
レ
ツ

ト
は
其
オ
ク
ス
フ
ナ
ー
ド
大
學
麿
會
入
類
學
の
開
講
々
演
で
あ
る
『
卑
下
の
獲
生
』
に
於
て
、
原
始

人
は
宗
激
を
『
考
へ
出
す
』
お
器
9
。
鴛
の
で
な
く
、
『
踊
り
出
す
』
（
ぎ
8
。
9
の
だ
こ
い
っ
て
、
そ
れ
よ

り
廿
除
年
前
夙
に
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
ス
ミ
ス
が
主
張
し
た
研
究
方
法
上
の
意
見
（
図
。
げ
び
誘
9
ω
慈
貸

6
訂
図
。
ξ
9
回
・
P
ぽ
ω
。
鼠
翻
二
。
。
。
。
り
）
を
引
用
し
，
槻
念
よ
）
も
儀
禮
の
成
立
が
先
で
あ
る
こ
ご
力
説
し

て
居
る
。
同
時
に
プ
官
イ
ス
も
ま
た
昔
年
の
丁
零
蔓
、
や
ぜ
力
駐
屯
9
蚤
く
陣
湊
2
μ
ω
。
｝
毒
津
に
於
け
る
『
自
然

入
の
宗
激
』
で
、
上
記
の
フ
ィ
ー
ア
ヵ
ソ
ト
の
所
説
を
委
し
く
批
評
し
、
本
能
行
爲
や
威
動
行
爲
が

災
術
の
根
源
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
呪
術
こ
な
る
の
に
は
意
志
の
カ
が
與
る
こ
ご
を
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
漁
ご
説
い
た
。

－
か
く
て
呪
術
や
宗
駿
に
於
け
る
儀
禮
先
行
論
、
兜
術
儀
禮
の
導
燈
処
源
論
ε
も
い
ふ
べ
き
此
種

の
主
張
は
、
種
々
の
方
面
か
ら
漸
次
其
内
容
が
整
頓
さ
れ
て
各
評
者
の
間
に
多
少
其
論
黙
の
差
は

　
　
　
脱
衛
の
嚢
並
に
隔
す
ろ
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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山
ハ

あ
・
9
な
が
ら
、
一
學
説
こ
し
て
の
形
を
成
し
，
鰍
米
の
學
界
に
｝
つ
の
流
を
作
っ
た
。
而
し
て
一
方

で
は
こ
れ
に
封
ず
る
反
樹
や
攻
撃
も
相
野
に
あ
っ
た
が
、
其
後
此
説
の
内
容
は
珊
々
補
足
さ
れ
て
、

可
な
リ
カ
強
い
も
の
ε
な
っ
て
干
て
居
る
。
　
フ
カ
ー
ル
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
呪
術
の
考
察
か
ら
、

原
始
の
呪
術
は
一
種
の
経
験
的
行
爲
で
あ
っ
て
、
紳
秘
的
な
カ
の
窺
念
や
、
自
然
超
躍
然
等
の
涯
別

も
意
識
さ
れ
て
居
な
い
ご
主
張
し
た
。
（
司
ρ
§
3
受
注
。
冨
鮎
。
ω
邑
喧
。
三
縄
き
ひ
鯨
。
審
8
ヨ
℃
母
響
く
ρ
℃
鍵
。
。
鳩

お
怠
）
ベ
ー
ト
は
マ
レ
ソ
ト
か
ら
プ
ロ
イ
ス
、
フ
ィ
；
ア
カ
ン
ト
、
キ
ン
グ
の
説
を
取
入
れ
て
更
に
之

を
整
頓
し
、
種
々
の
呪
術
形
式
の
根
源
を
他
の
目
的
蝉
吟
や
、
親
念
運
動
其
他
本
能
的
衝
動
的
な
模

倣
表
現
等
に
求
め
、
こ
れ
ら
の
『
先
呪
術
的
』
℃
警
蕃
σ
q
警
ン
の
焔
焔
が
習
慣
こ
な
っ
て
そ
れ
に
呪
術
的

槻
念
が
付
加
は
り
、
紳
秘
的
な
カ
の
観
念
の
登
生
す
る
過
程
を
最
も
周
劉
に
考
察
し
た
。
（
団
○
葺
ズ
。

比
す
μ
毎
益
自
9
σ
q
δ
一
）
o
凶
血
興
2
p
け
罎
ぐ
α
騨
。
5
ピ
。
凶
鵠
齢
6
ぶ
）
プ
質
イ
ス
は
ま
た
そ
の
U
δ
σ
q
o
刷
巴
σ
q
。
穴
集
環
山
。
噂

屠
魯
署
～
勇
○
び
即
醐
℃
鳳
鵬
“
お
其
に
於
て
、
先
の
所
説
の
立
場
を
一
重
簡
明
に
説
明
し
、
マ
レ
ッ
ト
も
一
九

一
五
年
公
に
さ
れ
だ
露
韓
営
σ
q
げ
禦
μ
曙
9
0
燭
9
a
智
O
h
菊
魯
σ
Q
［
9
鴛
（
口
出
含
8
第
入
事
の
ヨ
謬
8
の
項
に
於
て
、

衝
動
的
幽
艶
や
模
倣
行
爲
が
暁
術
の
根
源
こ
な
る
所
以
を
詳
説
し
た
。
　
マ
レ
ッ
ト
を
綴
興
し
て

儀
禮
の
先
在
を
説
き
、
幻
術
の
起
源
を
表
串
運
動
や
表
現
儀
禮
に
在
り
こ
し
た
も
の
に
は
　
国
・
○
．

愉
∋
o
ω
邸
℃
戦
凶
鼠
3
、
o
履
9
巴
ρ
一
ρ
犠
切
○
一
。
荘
轡
9
廷
。
さ
6
鵡
が
あ
る
が
、
シ
ラ
ィ
タ
ー
も
ま
允
豆
果
観
念
の
登
生



を
論
じ
て
、
原
始
の
呪
術
に
は
明
白
な
ヨ
。
畠
豊
凶
ω
ヨ
の
槻
念
が
な
い
こ
ご
、
帥
磁
力
や
放
馬
性
0
8
碧
凶
ω
ヨ

等
は
後
に
な
っ
て
興
へ
ら
れ
π
説
明
で
あ
り
、
表
出
運
動
や
模
倣
行
爲
に
多
く
の
呪
術
の
源
が
あ

る
ご
考
へ
た
。
（
男
ω
。
三
簿
。
さ
肉
。
一
颯
○
⇔
量
巳
∩
舞
葺
ρ
窯
Φ
署
く
○
『
ぎ
お
6
）
な
ほ
べ
ー
ト
は
そ
の
脱
ぎ
節
黒
巷
σ
q

冒
集
。
く
醇
σ
q
匡
9
窪
〔
δ
囲
9
σ
q
す
θ
。
。
σ
q
窃
。
窪
。
一
μ
β
ピ
・
ぽ
賦
σ
q
団
H
紀
○
に
も
呪
術
儀
禮
の
根
源
が
多
く
随
俘
的
行
爲

に
あ
る
こ
ご
を
説
き
、
り
ー
ド
は
そ
の
虐
5
0
ユ
σ
q
貯
○
州
窯
出
鴛
色
○
「
三
ω
し
Q
戸
も
巽
ω
〔
ぼ
○
諺
v
9
讐
ジ
茂
σ
q
ρ
㊨
o
H

の
究
術
論
に
於
て
、
呪
力
の
信
念
や
脱
術
的
因
果
は
後
に
加
は
つ
た
も
の
で
あ
り
、
大
鰐
土
日
常
の

實
際
的
行
爲
ご
同
様
な
心
持
で
、
し
か
も
戚
情
的
に
さ
し
迫
っ
た
随
件
的
蓮
動
が
繰
返
さ
れ
、
一
の

習
慣
的
形
式
を
成
す
こ
ご
が
呪
術
の
初
め
で
あ
る
こ
ご
を
詳
説
し
た
。
さ
ら
に
最
近
フ
イ
ー
ア

カ
ン
ト
は
『
原
始
宗
敏
に
於
け
る
紳
聖
』
戸
U
δ
黛
。
。
・
ざ
お
鐸
お
8
“
｝
》
沁
。
。
い
一
鴇
轟
）
に
呪
術
や
宗
激
の
主

知
的
目
的
合
理
論
的
解
笹
葺
亀
。
ご
§
舜
凶
。
・
o
『
譲
、
o
o
ζ
昌
9
嬉
房
。
訂
》
【
黍
ω
ω
§
の
を
嚴
し
く
攻
撃
し
て
、
儀
禮

の
方
面
よ
り
す
る
客
槻
主
義
を
繋
へ
、
呪
術
の
登
生
を
依
然
こ
し
て
表
出
や
遊
戯
の
衝
動
に
’
求
め

や
う
こ
し
て
居
る
。

　
（
漣
）
　
上
詑
の
重
な
ろ
人
々
の
所
説
に
℃
・
ノ
〈
・
的
Φ
犀
茸
峯
許
O
o
同
q
訴
℃
貫
目
σ
Q
畠
2
Ω
。
雰
霧
己
＄
い
寓
離
霞
簿
2
凶
・
と
く
こ
お
超
に
其
梗
概
た
の
べ
て
鋤
評
な
加
へ

　
　
て
あ
る
。
特
に
儀
禮
の
起
源
の
號
明
に
つ
い
て
の
種
々
の
異
説
は
弓
p
昌
・
薫
誘
雲
、
2
男
。
p
尊
き
箆
。
℃
…
窪
。
幽
q
。
奮
駐
9
魯
〉
冨
同
帥
舞
・
。
三
ω
ω
。
・
の
簿
曇

　
　
ω
ε
け
δ
9
隣
の
鰹
蕊
の
項
に
総
括
的
に
暴
げ
て
あ
ろ
。
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呪
衛
の
嚢
生
に
關
す
ろ
問
題
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二
、
呪
術
観
念
論
の
意
義

入

　
そ
れ
で
此
等
の
主
張
を
概
括
し
て
犯
術
の
趙
源
に
關
す
る
難
事
先
行
論
こ
い
ふ
こ
ご
が
出
來

る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
慨
す
る
国
手
の
槻
念
趙
源
論
郎
ち
フ
ィ
；
ア
カ
ン
ト
の
所
謂
生
知
的
目
的
合

理
的
解
鐸
も
、
な
ほ
他
方
で
、
相
常
に
其
主
張
を
持
し
て
下
ら
な
い
。
タ
イ
ラ
ー
や
後
年
の
ヴ
ン
ト

の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
依
る
呪
術
論
は
し
ば
ら
く
別
と
し
て
、
フ
レ
ー
ザ
簿
や
ラ
ソ
グ
が
呪
術
の
起
源

を
ば
誤
っ
た
因
果
槻
念
ビ
其
適
用
に
あ
る
こ
し
た
こ
ご
、
ジ
エ
ヅ
ヲ
ン
ス
が
之
を
超
騒
然
の
観
念

の
算
用
ご
見
た
こ
ご
、
殊
に
ジ
ェ
ー
・
エ
チ
・
キ
ン
グ
が
帥
秘
的
な
カ
の
観
念
を
重
要
親
し
た
こ
と
な

ざ
は
．
其
後
の
脱
術
槻
念
論
の
基
本
的
思
想
こ
し
て
、
今
に
何
等
か
の
程
度
に
於
て
相
錯
綜
し
て
現

は
れ
て
る
る
○
邸
ち
デ
ュ
ル
ヶ
ム
や
ユ
ベ
ー
ル
及
び
モ
ー
ス
は
疑
義
な
帥
気
力
の
特
殊
の
轄
用

が
呪
術
を
生
す
る
こ
し
，
レ
イ
ナ
ク
ゾ
ユ
」
バ
、
ぜ
－
デ
ル
プ
・
－
ム
等
も
大
毒
上
こ
れ
に
類
す
る

説
明
を
與
へ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
因
果
観
念
を
基
本
ご
し
て
特
殊
の
聯
想
が
之
に
加
は
る
こ
ピ
に
依

っ
て
呪
術
が
生
す
る
乙
を
力
説
し
た
。
フ
ァ
ン
ゲ
ネ
プ
ご
カ
μ
ツ
ヒ
ε
が
夫
々
拠
れ
を
普
偏
力

の
槻
念
身
区
民
。
・
ヨ
ご
放
射
性
の
親
念
欝
奏
塁
暑
・
。
に
蹄
し
だ
の
も
多
少
紳
秘
力
の
観
念
を
修
正
し

た
も
の
ご
見
倣
す
こ
ご
が
鹿
瀬
る
。
而
し
て
意
志
的
の
衝
動
的
起
源
を
ビ
い
た
マ
レ
ソ
ト
や
キ
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ソ
グ
ま
で
が
、
一
方
で
同
時
に
紳
富
力
魏
念
の
獲
生
を
認
め
、
多
く
の
配
術
を
そ
の
槻
念
で
説
明
し

淀
か
ら
、
ア
ニ
マ
チ
ズ
ム
を
呪
術
の
根
源
ご
す
る
考
へ
は
一
般
に
甚
だ
有
力
で
あ
っ
て
、
ゴ
ー
ル
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

ン
フ
イ
ザ
；
や
ロ
ヰ
ー
な
ご
の
超
自
然
説
や
ク
レ
メ
ン
の
脱
力
論
ご
な
っ
て
現
は
れ
、
そ
れ
ら
は

多
く
、
呪
術
起
源
の
観
念
釣
説
明
の
異
っ
た
形
式
ご
認
め
ら
れ
る
。

　
（
註
）
ρ
Ω
9
冨
臼
ご
≦
o
・
。
2
蓉
（
【
q
民
ω
℃
三
三
（
ざ
門
嵩
お
【
ρ
≧
o
一
を
h
｛
げ
カ
。
緊
堕
。
霧
憲
）
、
o
び
o
H
o
び
q
【
ρ
目
＼
頃
押
図
o
Q
Q
l
δ
い
・
・

　
登
達
し
た
脱
術
の
基
礎
無
念
の
説
明
こ
し
て
、
こ
れ
ら
の
呪
術
凝
念
論
が
夫
々
れ
多
少
の
眞
理

を
齎
す
こ
ご
は
疑
は
れ
な
い
が
、
然
し
こ
れ
を
呪
備
の
漣
源
こ
ご
に
そ
の
歴
吏
的
登
生
の
説
明
と

し
て
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
古
説
は
そ
れ
が
自
任
し
て
居
る
や
う
な
要
諦
性
を
持
っ
て
居
る
ご

は
考
へ
ら
れ
な
い
。
蓋
し
呪
術
が
最
初
か
ら
こ
ん
な
確
定
的
な
掘
念
を
本
に
し
て
企
て
ら
れ
た

行
爲
だ
こ
は
、
人
類
の
他
の
生
活
方
法
や
行
爲
形
式
の
登
生
ざ
甥
照
し
て
も
考
へ
に
く
い
こ
ビ
で

あ
っ
て
、
要
す
る
に
こ
れ
は
褒
嘉
し
淀
呪
術
に
於
け
る
基
礎
心
理
の
骨
析
か
ら
の
類
推
に
過
ぎ
な

い
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
呪
術
掘
念
は
呪
術
儀
禮
が
成
立
し
た
後
に
其
理
由
の
知
的
反
省
か
ら
説

明
ご
し
て
與
へ
ら
れ
た
ご
見
る
儀
禮
先
行
論
の
方
が
、
原
始
魔
會
に
於
け
る
種
々
な
る
生
活
形
式

の
登
生
に
為
す
る
善
南
に
基
い
た
確
實
さ
を
持
っ
て
居
る
や
う
で
あ
る
。
郎
ち
そ
の
因
果
關
係

の
思
念
に
し
た
ご
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
一
定
の
呪
術
的
形
式
が
魁
會
的
若
く
は
個
入
的
の
習
慣
霊
な

　
　
　
脱
術
の
残
座
に
關
す
る
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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哲
學
研
究
　
第
百
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

つ
て
行
は
れ
、
そ
れ
に
数
果
の
僑
念
が
現
は
れ
て
か
ら
後
の
こ
ご
で
あ
っ
て
、
早
行
爲
芝
羅
馬
又
は

手
段
ε
目
的
こ
の
連
絡
の
上
℃
生
す
る
槻
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
常
の
行
爲
に
於
て
も
特
殊
の

呪
術
的
な
行
爲
に
於
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
の
反
省
が
生
す
る
に
は
人
類
に
相
當
な
知
的
能
力

の
登
展
を
豫
降
せ
ね
ば
な
ら
す
、
そ
れ
ま
で
に
す
で
に
日
常
生
活
の
爲
に
も
、
又
衝
動
的
な
生
活
か

ら
も
、
所
謂
呪
術
的
な
思
考
形
式
が
登
生
し
て
居
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

　
而
し
て
呪
術
行
爲
の
因
果
を
特
に
超
窟
然
ε
認
め
る
が
如
き
は
、
こ
れ
を
H
常
生
活
に
於
け
る

普
蓮
の
行
爲
形
式
ご
比
較
し
て
、
特
に
そ
の
差
畢
に
注
意
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
ご
で

あ
っ
て
、
π
ご
ひ
そ
れ
が
個
々
の
具
膿
的
な
場
合
に
甥
す
る
漠
然
た
る
戚
じ
で
あ
る
に
し
て
も
、
日

常
の
李
凡
な
行
爲
に
於
け
る
原
因
結
果
の
国
選
ご
、
呪
術
行
爲
に
於
け
る
そ
れ
こ
の
醤
照
が
注
意

さ
れ
な
け
れ
ば
、
生
じ
得
な
い
戚
じ
あ
る
。
（
日
W
O
薦
F
導
8
琶
。
。
。
8
δ
δ
σ
q
搾
撃
二
｝
温
く
魯
三
9
号
の
琶
9
一
3
6
8
．

押
ぐ
N
）
尤
も
か
、
る
観
念
又
は
威
じ
は
夕
蝉
現
象
や
他
人
の
行
軍
の
客
魏
的
掘
察
か
ら
、
李
常
ご

非
常
、
普
通
と
特
別
職
の
饗
立
に
よ
っ
て
も
生
じ
得
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
呪
術
が
此
観
念
に
基
い

て
の
企
て
や
め
る
に
は
可
な
り
の
知
能
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
既
成
の
究
術
儀
禮
が
此

槻
念
で
説
明
さ
れ
π
ご
す
る
方
が
自
【
然
で
あ
る
。

　
紳
秘
的
な
カ
の
槻
念
に
至
っ
て
は
、
こ
の
超
自
然
性
の
具
膿
的
投
射
で
あ
っ
て
が
、
る
観
念
は
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個
々
の
場
合
に
於
け
る
具
膿
的
な
超
膚
然
の
掘
念
翻
ち
驚
異
の
戚
じ
が
、
或
る
程
度
ま
で
普
偏
化

し
な
け
れ
ば
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
も
こ
よ
り
人
類
學
的
の
事
實
が
直
接
に
示
す
諸
民
族
の
帥

畜
力
の
槻
念
及
び
そ
れ
を
云
ひ
表
は
す
彼
等
の
用
語
は
、
近
代
學
者
が
之
を
轄
用
し
た
時
の
や
う

に
普
遍
的
抽
象
的
な
概
念
で
は
な
い
が
、
然
し
少
く
ど
も
一
般
的
に
こ
の
種
の
カ
や
性
質
を
云
ひ

表
は
す
言
葉
が
出
來
る
の
は
、
其
内
容
で
あ
る
超
卓
然
性
や
帥
養
性
が
明
か
に
意
識
さ
れ
、
且
つ
多

く
の
事
例
に
つ
い
て
共
通
に
認
め
ら
れ
る
観
念
こ
な
っ
て
か
ら
の
こ
ご
で
あ
る
。

　
尤
も
呪
術
的
儀
禮
も
眞
に
そ
れ
が
呪
術
こ
な
つ
π
時
の
事
實
に
つ
い
て
見
る
ご
、
そ
の
多
く
は

何
等
か
の
論
理
又
は
因
果
観
念
に
基
い
て
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
最
も
原
始
的
な
民
族
の

間
で
も
我
々
の
知
り
得
る
範
圃
で
は
、
精
露
や
紳
秘
力
や
又
は
あ
る
超
自
然
の
心
念
が
何
等
か
の

程
度
で
其
根
面
こ
な
っ
て
居
る
こ
ご
は
否
定
で
き
な
い
。
最
初
に
云
っ
た
往
年
の
小
篇
に
於
て

私
が
脱
術
に
於
け
る
超
自
然
的
因
果
の
意
識
を
認
め
や
う
こ
し
た
の
も
要
す
る
に
こ
の
意
味
に

而
て
や
あ
っ
て
、
こ
う
い
ふ
静
的
な
心
理
學
的
考
察
か
ら
、
多
く
の
戦
術
観
念
論
が
呪
術
儀
禮
の
根

祇
を
こ
れ
ら
の
観
念
に
求
め
る
の
は
む
し
ろ
凝
然
の
こ
ご
で
あ
る
。
然
し
呪
術
の
褒
生
を
歴
史

的
に
或
は
動
機
に
考
察
す
る
に
は
、
さ
ら
に
事
實
の
他
の
方
厨
を
顯
み
な
け
れ
ば
な
ら
澱
の
で
あ

っ
て
、
種
々
な
る
院
術
納
槻
念
の
存
在
が
呪
術
儀
禮
登
生
の
動
機
だ
ご
は
断
三
置
で
き
な
い
の
で
あ

　
　
　
呪
徳
の
門
門
に
醐
す
ろ
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
】
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哲
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第
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一
二

る
○
勿
論
呪
術
登
展
の
懸
程
に
於
て
、
可
な
り
多
く
の
呪
術
儀
謹
が
か
、
る
呪
術
笹
野
を
基
こ
し

て
特
に
計
劃
さ
れ
た
り
、
ま
た
す
で
に
存
在
す
る
脱
術
形
式
か
ら
類
比
的
に
新
に
企
て
ら
れ
た
こ

ご
は
事
済
ビ
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
灘
じ
し
か
し
こ
れ
ら
は
す
で
に
一
方
に
多
数
の
呪
術
儀

禮
こ
こ
れ
に
俘
ふ
概
念
が
存
在
し
て
か
ら
の
獲
展
で
あ
っ
て
、
根
本
的
の
嚢
生
で
は
な
く
、
そ
れ
ら

の
典
型
こ
な
っ
た
儀
薩
や
親
念
の
根
源
は
さ
ら
に
洌
に
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
現

在
の
事
實
の
心
理
的
論
理
的
構
成
を
以
て
、
直
に
そ
の
獲
生
を
説
明
し
や
う
こ
す
る
所
に
、
多
く
の

主
知
的
合
理
論
的
解
騨
の
不
當
な
主
張
ご
欠
隔
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
こ
の
黙
に
於
て

は
儀
禮
先
行
論
の
方
が
確
か
に
～
窟
深
い
考
察
ビ
事
實
に
近
い
結
論
を
齎
す
も
の
こ
云
は
な
け

れ
ば
な
ら
澱
。

三
、
儀
禮
論
の
難
黙

　
然
し
今
問
題
を
呪
術
翌
翌
の
黙
に
髄
限
し
た
ご
し
た
ご
こ
ろ
で
、
儀
禮
先
行
論
の
す
べ
て
の
論

黙
を
無
馬
上
に
承
認
す
る
こ
ご
は
困
難
で
あ
る
○
郎
ち
そ
れ
は
凱
念
論
に
無
し
て
反
動
的
に
他

の
一
方
の
極
端
に
走
る
傾
が
あ
る
の
み
な
ら
す
、
な
ほ
叫
号
の
獲
生
に
關
し
て
幾
多
の
問
題
を
未

解
決
に
残
し
て
居
る
○
第
一
に
こ
れ
ら
の
儀
禮
先
行
は
多
く
白
い
意
味
の
プ
レ
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
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承
認
し
、
究
術
凱
、
念
が
成
立
し
た
こ
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
言
言
に
ア
ニ
・
・
、
ズ
ム
こ
い
は
れ
る
や
う
な
盤

魂
観
念
や
人
格
的
な
カ
の
毒
念
を
中
．
心
こ
す
る
も
の
で
は
な
く
、
落
入
格
的
な
紳
痴
愚
の
槻
念
に

基
く
こ
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
紳
秘
力
ご
は
言
入
格
的
で
は
あ
る
が
し
か
も
生
命
の
根
源
こ
な

る
や
う
な
普
遍
的
な
生
命
力
の
こ
ビ
で
あ
る
か
、
そ
れ
こ
も
特
殊
の
活
動
の
基
礎
ご
し
て
の
カ
の

こ
ご
で
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
嚴
密
な
意
味
の
ア
ニ
マ
チ
ズ
ム
に
於
け
る
や
う
な
生
命
の

観
念
で
あ
る
か
、
ま
だ
特
に
デ
ィ
ナ
ミ
ズ
ム
ご
い
は
れ
．
る
や
う
な
ア
ナ
観
念
か
、
こ
の
二
種
の
掘
念

は
屡
々
プ
レ
ア
’
ニ
ズ
ム
ご
か
ア
ニ
マ
チ
ズ
ム
ご
い
ふ
名
の
下
に
混
同
さ
れ
る
が
、
實
は
一
方
は
普

遍
的
な
生
活
力
で
あ
り
、
他
は
帥
秘
的
超
自
然
的
な
特
殊
の
働
き
の
根
本
で
あ
っ
て
、
二
者
は
大
に

其
性
質
を
異
に
し
、
互
に
煮
凝
さ
れ
ね
ば
な
ら
撮
。
　
又
こ
の
種
の
カ
の
観
念
帥
ち
潔
い
意
昧
で
呪

力
二
念
こ
い
は
れ
る
も
の
は
、
た
こ
ひ
物
膿
を
離
れ
て
存
在
し
な
い
こ
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
る
能
働

的
な
カ
や
ま
た
二
二
ご
か
生
命
液
ε
い
ふ
や
う
な
實
質
的
な
存
在
優
る
ニ
ビ
を
豫
想
す
る
の
か
、

ま
淀
軍
に
，
寸
言
徳
性
こ
い
ふ
や
う
な
性
質
懲
性
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
こ
れ
を
デ
ィ
ナ
ミ
ズ
ム
ご
か

エ
マ
ニ
デ
ム
ご
か
い
ふ
名
で
云
ひ
表
は
し
た
場
合
に
も
、
其
概
念
が
必
ず
し
も
精
密
に
説
明
さ
れ

て
は
み
な
い
。

　
ま
た
呪
術
に
於
け
る
因
果
魏
念
は
自
然
的
な
因
果
話
念
ご
其
性
質
が
異
る
か
否
か
、
マ
レ
ッ
ト

　
　
　
脱
衛
の
獲
生
に
關
す
ろ
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
ご
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は
奨
差
異
を
力
説
し
，
プ
ロ
ィ
ス
等
は
む
し
ろ
こ
れ
を
否
定
せ
ん
こ
す
る
や
う
で
あ
る
。
更
に
爾

者
が
そ
の
性
質
を
異
に
す
る
も
の
こ
し
て
、
そ
れ
ら
は
最
初
か
ら
互
に
甥
難
し
て
存
在
し
た
か
、
何

れ
か
一
方
か
ら
他
が
分
れ
て
登
展
し
だ
か
、
そ
れ
こ
も
選
者
は
同
時
に
相
分
化
し
た
ご
見
る
べ
き

か
、
此
黙
に
つ
い
て
の
儀
禮
先
行
論
者
の
意
見
は
な
ほ
明
瞭
を
欠
く
も
の
が
多
い
。
そ
れ
で
呪
術

風
下
の
説
明
ご
し
て
は
な
ほ
此
黙
に
多
く
の
考
察
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
全
膿
ε
し
て
先
在
せ

る
呪
術
儀
禮
か
ら
ご
う
し
て
か
、
る
因
果
鶴
念
や
呪
力
観
念
が
狡
生
し
、
ま
た
そ
れ
が
い
か
に
し

て
其
儀
禮
に
必
然
的
に
俘
ふ
や
う
に
な
る
の
か
、
此
黙
が
ア
レ
ッ
ト
や
プ
ロ
イ
ス
乃
至
フ
ィ
ー
ア

カ
ン
ト
等
の
説
明
で
は
必
ず
し
も
盤
さ
れ
た
ざ
は
云
へ
な
い
。

　
然
し
儀
禮
先
，
行
論
に
於
て
最
も
明
瞭
を
欠
く
瓢
で
あ
り
、
且
つ
ま
た
最
も
根
本
的
な
問
題
で
あ

る
の
は
、
そ
の
厭
謂
基
本
的
儀
禮
が
最
初
か
ら
正
當
．
に
呪
術
ε
認
め
ら
れ
得
る
や
否
や
の
疑
問
で

あ
る
。
儀
濃
先
行
論
の
多
く
は
大
膿
に
湿
て
衝
動
的
な
表
出
行
爲
に
究
衛
儀
禮
の
最
初
の
登
生

を
認
め
る
や
う
で
あ
る
Q
憤
怒
の
情
の
表
串
こ
し
て
勤
手
の
持
物
や
像
を
破
壊
す
る
こ
か
、
敵
に

向
っ
て
槍
を
振
る
ご
か
い
ふ
衝
動
的
な
行
爲
が
、
重
手
を
傷
け
敵
を
殺
す
交
戚
的
呪
衛
の
起
源
だ

ご
い
ふ
の
が
マ
レ
ソ
も
－
の
考
へ
で
あ
る
、
而
し
て
マ
レ
ッ
ト
は
か
、
る
衝
動
的
な
行
爲
を
『
原
型

的
な
呪
術
』
≡
〔
剛
堅
9
3
蔓
諺
p
σ
q
h
o
ご
呼
び
、
其
意
志
属
的
の
投
射
…
か
ら
、
同
作
的
信
念
ヨ
9
剛
（
？
び
。
｛
｛
臥
に
よ
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つ
て
其
客
演
的
致
果
が
信
ぜ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
も
の
を
、
『
登
青
し
允
呪
術
』
鉱
9
δ
δ
℃
9
鑓
＆
。

ご
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
燐
謂
『
原
型
的
な
腸
術
』
は
究
術
儀
禮
の
根
源
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
果

し
て
性
質
上
呪
衛
ご
見
倣
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、
明
確
に
論
断
さ
れ
て
る
な
い
○
　
ハ

ー
ト
ラ
ン
ド
も
同
様
に
衝
動
的
自
認
的
な
行
立
が
男
衛
儀
禮
の
根
源
ご
見
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
慣
習
こ
な
る
こ
ご
が
儀
禮
成
立
の
要
件
で
あ
る
や
う
に
云
っ
て
居
り
、
キ
ン
グ
も
隠
遊
的
な
行

爲
や
加
重
際
的
な
随
俘
活
動
が
証
會
立
文
慣
こ
な
り
魁
會
郵
便
債
を
持
つ
時
そ
れ
に
数
果
の
信

念
も
加
は
つ
て
宗
激
や
呪
術
の
儀
禮
を
成
す
ご
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
ざ
ち
ら
も
そ
の
慣
習
化
す
る

以
前
の
行
爲
が
眞
に
呪
術
で
あ
る
か
ざ
う
か
を
明
か
に
し
て
る
な
い
○

　
プ
買
イ
ス
は
無
目
的
な
模
倣
や
表
出
試
適
，
特
に
本
能
的
な
治
療
出
盛
H
両
追
丁
強
巷
σ
q
が
呪
術
行

爲
の
根
源
だ
こ
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
本
能
の
み
で
は
呪
術
を
成
さ
す
、
こ
れ
が
あ
る
目
的
行

爲
こ
な
っ
て
始
め
て
類
比
究
術
ご
な
る
ご
い
ふ
。
　
フ
ィ
ア
カ
ン
ト
は
戚
情
的
な
表
出
運
動
が
類

比
呪
術
ご
な
る
に
は
、
結
果
意
志
が
加
は
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ビ
し
て
居
る
が
、
そ
れ
で
は
、
呪
術
の
起
源

が
表
出
行
爲
や
本
能
蓮
動
に
あ
る
こ
い
ふ
の
は
、
軍
に
そ
れ
ら
が
呪
術
行
爲
の
形
式
の
根
源
を
な

す
ご
い
ふ
の
み
で
あ
っ
て
、
其
事
身
に
最
初
の
脱
術
で
は
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
此
黙
は
儀
禮
の

先
行
を
主
張
し
、
脱
術
の
蓮
源
を
仁
術
槻
念
の
成
立
前
に
あ
り
こ
す
る
他
の
入
事
に
於
て
も
、
甚
だ

　
　
　
院
衛
の
獲
生
に
醐
す
る
囲
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

　
　
　
　
　
／
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ハ

明
瞭
を
欠
く
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
此
系
統
に
属
す
る
學
説
の
主
張
も
、
深
く
其
内
容
に
立
入
っ
て

考
へ
る
ご
、
追
入
必
す
し
も
同
一
で
は
な
く
、
互
に
立
位
の
距
離
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
（
良
く
）

ζ


